
１ 環境保全活動に関する方針等 

＜環境保全活動に関する方針等＞ 

【環境方針】 

[理 念] 

私たちは、地球環境の大切さを十分認識し、環境に配慮した企業活動を通して恵み豊かな地球の

存続に貢献します。 

[指 針] 

１．事業活動全般について、省エネルギー、省資源、廃棄物の削減・再資源化及び地球温暖化

物質等の排出抑制に努め、汚染の予防を推進します。 

２．事業活動の各段階で環境に配慮した商品・サービスの提供に努めます。 

３．環境に関わる法律を遵守するとともに、自主基準を設定し事業活動を行います。 

４．環境目的・目標を定め定期的に見直すことにより、環境活動の継続的改善を図ります。 

５．環境教育を通して環境意識の向上を図り、環境活動に積極的に取り組みます。 

６．社内外に必要な環境情報を公開します。 

（目標・計画等の公表の方法についても記載のこと。） 

２ 推進体制の整備 

＜環境保全活動に関する組織体制＞ 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

部署名 担当内容 

管理本部 総務部 環境推進グループ 環境関連窓口 

生産ＳＣＭ本部 ＳＣＭ部 需給グループ 特定荷主の責任 

生産ＳＣＭ本部 生産部 工務グループ 環境測定および届出 
 

 

 

社長 

環境管理委員会 

環境管理責任者 

内部環境監査チーム 環境推進グループ 
（ＥＭＳ事務局） 

管理本部 各部 各グループ 

生産ＳＣＭ本部 各部 各グループ 

営業本部 各グループ 各部・支店 ＥＭＳ運営委員会 

機能性食品事業本部 

品質保証部 

経営企画部 

各部 各グループ 

各グループ 開発研究所 各部 

 



３ 環境保全活動の実施状況等 

項目 取組結果 
今後の取組計画 

（２０１４年度計画） 

１．原油換算エネルギー量

原単位２００９年度から

年平均１％削減する。 (生

産部門各グループ) 

・飲料グループでは製造工程改善等の省エネル

ギー活動にも関わらず、生産数量減により２００９

年度比０．９％増加で目標達成には至らなかっ

た。（２０１３年度は４．０％削減が基準） 

但し、直近４年間では年平均約１．６％削減。 

・粉体グループでは製造工程改善等の省エネル

ギー活動により２００９年度比９．２％削減で目標を

達成した。（２０１３年度は４．０％削減が基準） 

直近４年間では年平均約２．２％削減。 

１．原油換算エネル

ギー量原単位２０

０９年度から年平

均１％削減する。 

２．エネルギー総量を２

００９年度から年平均

１％削減する。 （生産部

門各グループを除く全部

署） 

・ノー残業デー月２回以上実施、空調機の温度設

定厳守、昼間の消灯、蛍光灯の間引き等の省エ

ネ活動を実施した。 

・伊丹本社全体の原油に換算したエネルギー量

は、２００９年度比９％削減で目標を達成した。ま

た製造Ｇを除く全部署でも２００９年度比９％削減

で目標を達成した。 

２．エネルギー総量

を２００９年度か

ら年平均１％削減

する。  

３．輸送方法の効率化の推

進。 

ガソリンを２０１１年度に対し

て使用量を２％削減する。 

・大阪支店の営業車が他府県へ移転したことに

より使用量自体は大幅減。 

・公共交通機関の活用、自転車利用及びエコド

ライブを実施したにも関わらず、残りの自動車に

おけるガソリン使用量はハウスグループホール

ディングス化による業務移管を受けて業務量が

増大し、２０１１年度比１１％増加となり、目標は

未達成となった。 

３．輸送方法の効率

化の推進。 

ガソリンを２０１３年度

使用量よりも削減す

る。 

４．廃棄物排出量を２０１

１年度より２６％削減す

る。（製品廃棄を除く） 

 

・原材料の適正在庫管理、期限管理による廃棄

品の削減及びファイル等事務用品の再生利用

等の実施にも関わらず、９月場内事務所移転

及び倉庫整理等の突発的な事情により廃棄物

排出量は２０１１年度比２１％削減に止まり、目標

達成には至らなかった。次年度はそれらの影響

は少なくなる見込みである。 

４．廃棄物排出量を

２０１１年度より

２６％削減する。

（製品廃棄を除く） 

５．廃棄物の再資源化率９

８％以上を維持する。 

・分別排出活動を継続していたが、再資源化でき

ていない廃油及び廃アルカリ等が例年より多く排

出されたことにより、再資源化率は９６．８％で目

標達成には僅かに至らなかった。来年度はそれら

の再資源化を検討する。 

 

５．廃棄物の再資源

化率を９８％以上に

回復させる。 

 



６．排水時に飲料を流さな

いなど水質汚濁防止活動、

排水規制値遵守。 

・排水時に飲料を流さない等継続的な取組み及

び排水処理設備の稼動により、今年度のＣＯＤ値

(44mg/L)については、昨年度(40mg/L)に近い水

準で低減できた。またＢＯＤ値等の規制値を超え

ることは無かった。 

（下水道の排水規制値、自主規制値ともに適合） 

６．排水時に飲料を

流さないなど水質

汚濁防止活動、排水

規制値遵守。 

７．環境配慮型の包装資

材を積極的に検討し、既

存製品の改良及び新製品

開発検討を実施する。 

・シュリンクラベルの短縮化（２品目）及び

段ボールケースの材質軽減化（４品目）を実

施。 

・一部商品の容器軽量化及びラベルの薄膜化

等を実施。 

７．環境配慮型の包

装資材を積極的に

検討し、既存製品の

改良及び新製品開

発検討を実施する。 

８．紙使用量の削減、コピー

用紙の再生紙使用率の維

持・向上。 

・紙使用量は、商品数増加要因もあったが、

日々の削減努力により２０１３年度比９９％と、ほ

ぼ前年度並に抑えた。 

・コピー用紙の再生紙使用率は１００％を達成で

きた。 

８ ．紙使用量の削

減、コピー用紙の再

生紙使用率の維持・

向上。 

９．環境マネジメントシステ

ム運用及び継続的改善 

・各グループ単位で環境月報での報告により、

活動を把握。 

・各グループ単位での廃棄物排出量計量によ

り、排出量削減及びリサイクル率向上を目的とし

たＰＤＣＡ活動推進を実施。 

９．環境月報による

活動把握及びＰＤＣ

Ａ活動の推進。 

１０．環境に関する教育を実

施。 

・環境マネジメントシステム理解度確認のため、

環境クイズを実施。概ね理解できていた。（２月） 

・各グループ単位の環境教育(年度計画)の実

施。（内部環境監査にて教育状況を確認。） 

１０．環境に関する教

育を実施。 

・社内一斉教育 

・部署毎の教育 

１１．地域社会活動への参

加 

・事業場周辺の清掃活動を実施。（週1回） 

・全社員による事業場周辺の清掃活動を実施。

(年2回5月、12月） 

・事業場周辺の清掃

活動。 

・全社員による事業

場周辺の清掃活動

(年2回実施）。 

 

 


